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共同事業ニュース：2023 年 10 月号 
2023 年 10 月 31 日発行 

№170 

 
 
○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18 石油組合、共同事業部会委員、農林漁

業部会委員に配信しています。 
○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1 年前の 

バックナンバーまで掲載しています。 
「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」 
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１．「ガソリンのギフト券」事業状況 

組合の皆様のご協力により、取扱店 7,276SS(先月: 7,180SS)、販売店 1,870SS(先月: 

1,862SS)のネットワークとなりました。 

特設キャンペーンとして 10 月から 12 月の期間中に設定しました取扱店の登録目標を、既に

達成された組合が現れています。ギフト券の利便性向上に向けて、取扱店の新規登録にご協力

くださいます様お願いいたします。 

10 月 31 日現在の当月販売枚数は 21,178 枚、前年同月の 20,257 枚を超えることができまし

た。年末のセール等で利用したい旨の問い合わせが増えてきているので、11 月以降の注文に期

待しています。個人ユーザーからの注文はその多くが 10 枚前後の少数ですが、件数が徐々に

増えてきているのは、ガソリン価格が高騰している現在、車を使っている親戚や友人へのプレ

ゼントとして利用されているのではないかと推察しています。 

今月のトピックとしては、携帯電話ショップを取引先にもつ広告代理店でショップでのノ

ベルティとして採用が決まり、今後、採用エリアの全国的な拡大が見込まれます。同代理店の

販促企画担当者からは、「このギフト券は非常に集客力のある商材だと思う。ショップ側の反

応は我々の想像以上だった。」という評価を受けています。組合の諸会議で、ギフト券が高評

価されていることを是非お伝えください。 

ガソリン代や灯油代の補助策を検討している地方自治体からの問い合わせも受けていま

す。使える用途や地域を限定できないといった課題はありますが、ガソリンのギフト券を採用

することは自治体、ＳＳ、住民にとってメリットがあると確信しています。茨城県石、香川県

石では、自治体トップに直接会ってガソリンのギフト券をＰＲしていただきました。 

ガソリンのギフト券の存在を知らない自治体が多い現状ですので、組合からの情報発信に

ご協力をお願いいたします。 

 直近の登録・販売状況は、最終頁をご覧ください。 

 

---お知らせ--- ＳＳビジネス事業推進グループ所属の派遣社員：岡崎の契約終了に伴い、 

後任に千代（ちしろ）が 10 月 17 日付で配属しています。 

 
 

２．共同購買連絡事項 

（１）秋期キャンペーンの告知について 

 秋期キャンペーン内容を幅広く組合員に周知するために、セール品を中心に取りまとめた

「共同事業インフォメーション秋冬号」を 11 月 6 日付の「ぜんせき」新聞に折り込みます。 

 また、キャンペーン後半の追い込みに活用いただくための新聞サイズのチラシを用意してい

ますので、ご希望の際は共同購買グループまでお申し付けください。 

 

（２）名入れカレンダーの注文期日 

 名入れカレンダー（品コード：997）の注文期日は、11 月 30 日となっています。 

 お陰様で多くの注文数増加により一部商品の在庫が少なくなってきています。ご希望の商品

はお早めにご注文くださいますようお願いいたします。 
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３. 中型生命グループ保険の加入状況 

 11 月 1 日現在の加入者数は、6,349 人(前月 6,366 人、前月比 17 人減）となりました。 

 中型生命グループ保険の実績は年間を通しての目標となりましたが、新規の組合員加入があ

る時や組合員企業での新規採用情報を受けた時など、機会がありました際は引き続き商品案内

等をお願いいたします。 

 チラシ等が必要な場合は、お問い合わせください。 

 

 

４. ＳＳ合共済の更新状況 

ＳＳ総合共済の 2023 年度の更新手続きは、9 月に 2,590SS に継続案内を送付しました。10

月末現在の加入件数の暫定値は表の通りです。非継続の理由としては、SS 閉鎖、廃業が主に

なっています。 

 この時期にＳＳ総合共済に加入している組合員に特に加入をお勧めして頂きたいのが、「受

託者賠償責任保険（タイヤ預り保険）」です。冬タイヤへの交換に併せてタイヤを預かるサー

ビスを提供している組合員では、“預かっているタイヤを作業ミスで損傷させてしまったら”、

“万が一預かっているタイヤが盗難されたら”といった心配を抱えると思います。そのような

組合員に、「タイヤ預り保険」をぜひご案内下さい。 

タイヤ預り保険はＳＳ総合共済の加入を問わず加入できますが、ＳＳ総合共済の加入者で

あれば、制度運営費（1,000 円）が不要となります。  

 

都道府県 件数 都道府県 件数 都道府県 件数 

北海道 64 静岡 53 鳥取 16 

青森 51 山梨 61 島根 47 

岩手 77 愛知 41 山口 13 

宮城 81 三重 15 徳島 54 

福島 122 岐阜 36 高知 22 

秋田 39 富山 58 愛媛 42 

山形 89 石川 31 香川 18 

新潟 145 福井 27 福岡 67 

長野 56 滋賀 8 大分 81 

群馬 44 京都 16 佐賀 35 

栃木 42 大阪 51 長崎 32 

茨城 90 奈良 42 熊本 43 

千葉 66 和歌山 84 宮崎 112 

埼玉 65 兵庫 85 鹿児島 56 

東京 58 岡山 30 沖縄 60 

神奈川 74 広島 55 総数 2,554 
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５．農林漁業用国産Ａ重油の実績について 

国産Ａ重油の 2023 年度４月から８月の全国の確認実績は１７万ＫＬ（対前年度比 101.8％）

となりました。 

単月の対 2022 年度比では４月が 109.3%と一見よい数値に見えますが、これは 2022 年４月

が対 2021 年度同月比で 87.0%と低調だったためのものです。また直近の７月、８月が 96%前後

となりましたが、５月と６月も比較的よい数量となったため、冒頭に記載した 100%を越えるこ

とができました。 

円安や中東情勢の不安定化による原油高騰などもあり今後も予断は許しませんが、これから

の需要期に向けて数量が増加していくと思われるので、より一層の確認数量増量を願っており

ます。 

また各組合では引き続き取りこぼしのないよう、登録業者への声掛け等の取り組みをよろし

くお願いいたします。 

農林漁業用国産Ａ重油確認実績(2023 年度 ４～８月) 
 確認実績 (単位:㍑) 対前年度比 

４月 38,194,050 109.3% 

５月 38,667,768 101.4% 

６月 35,315,998 104.9% 

７月 29,259,125 95.7% 

８月 28,832,367 96.1% 

４～８月 計 170,269,308 101.8% 

 

 

５．無税重油の輸入について 

 昨年度は輸入がなかった無税重油ですが、今年度は輸入が行われました。 

 ロシアによるウクライナ侵攻やコロナの影響等で昨年度は油価が不安定になり、Ａ重油の輸

入には非常に難しい状況でしたが、2023 年度は 7 月に商系でまず２千ＫＬの輸入が行われ、

その結果８月分より組合で販売確認が取れ、全石連に販売報告が上がってくるようになりまし

た。 

 輸入されたＡ重油が販売されるのは中国地方や九州地方など一部地域に限られますが、今後

も輸入が続き、組合を通じての販売報告が多く上がってくることを期待しております。 

 

 

--------------------------------------【農林グループからのお願い】----------------------------------------- 
無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が近

づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。 
期日までの提出励行にご協力をお願いいたします。 
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